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12月定例会

「東彼杵道路」要望を決議	

読者モニターを募集します

一般質問 ８名が登壇！

3月10日まで

《スマイル体操　チャーミー》
◎活動内容
楽しく踊って健康づくりをしています。
今はモンローウォークの曲を練習中です。
いつでも参加大歓迎です。
◦毎週木曜日　11時30分～ 12時30分
◦中央公民館　月会費2,000円

◎代表者　佐田　裕子

◎連絡先　83‐2067
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議会だより



補正予算等を審議補正予算等を審議
12　

月

定
例
会

12
月
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
13

日
ま
で
開
か
れ
、
専
決
処
分
（
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
〈
先
行
給
付

金
と
し
て
対
象
児
童
一
人
あ
た
り
５
万

円
〉
事
業
の
た
め
の
補
正
予
算
）
の
報

告
を
受
け
、
ま
た
、
一
般
会
計
等
の
補

正
予
算
、
条
例
制
定
・
改
正
、
財
産
の

無
償
譲
渡
、
財
産
の
取
得
等
の
議
案
を

審
議
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

（
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
回
））

令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

令
和
３
年
度
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
回
）

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
（
先
行
給
付
金
）
支
給
事
業
と

し
て
、
１
億
６
６
３
万
５
千
円
を

増
額
。

問　

給
付
の
時
期
は
。

答　

９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
家
庭
（
公
務
員
を

除
く
）
は
申
請
が
不
要
な
の

で
、12
月
27
日
に
支
給
す
る
。

他
は
年
明
け
と
な
る
。

以
上
で
報
告
済
と
し
ま
し
た
︒

令
和
２
年
度
決
算
の
確
定
に
よ

り
、
県
か
ら
受
け
た
特
別
交
付
金

の
一
部
（
３
５
５
万
２
千
円
）
を

返
納
す
る
た
め
、
総
額
64
万
円
を

増
額
。

採
決質

疑
・
討
論
は
な
く
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
更
新

の
た
め
の
債
務
負
担
行
為
の
補

正
、
地
域
支
援
事
業
等
費
の
減
額

及
び
予
備
費
の
増
額
で
、
予
算
総

額
は
変
更
な
し
。

採
決質

疑
・
討
論
は
な
く
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

道
路
新
設
改
良
費
及
び
農
地
農

業
施
設
・
林
業
施
設
・
公
共
土
木

施
設
の
災
害
復
旧
費
の
増
額
等
に

よ
り
、
総
額
４
億
４
０
１
万
２
千

円
を
増
額
。

問　

一
般
管
理
費
の
備
品
購
入
費

及
び
負
担
金
等
の
増
は
。

答　

庶
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
出
勤
・
休
暇
の
管
理
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
、
カ

ー
ド
式
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ

ー
購
入
費
と
シ
ス
テ
ム
共
同

利
用
負
担
金
を
計
上
し
た
。

問　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接

種
の
時
期
、
場
所
及
び
予
約

方
法
は
。

答　

今
調
査
を
し
て
お
り
、
希
望

者
に
町
が
日
程
を
割
り
当
て

る
。
１
月
29
日
か
ら
木
曜
日

及
び
土
曜
日
に
公
会
堂
で
お

こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

問　

観
光
施
設
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
交
通
費
の
増
は
な
ぜ
か
。

答　

県
及
び
県
観
光
連
盟
の
推
薦

に
よ
り
、
委
員
の
１
人
が
宮

崎
県
の
人
に
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。

問　

上
組
西
部
線
の
境
橋
工
事
の

際
は
、
通
行
止
め
に
な
る
の

か
。

答　

片
側
通
行
に
し
て
、
下
流
側
、

上
流
側
の
順
に
工
事
を
す
る
。

問　

境
橋
の
工
事
費
は
、
全
体
で

い
く
ら
か
。

答　

２
億
７
２
２
０
万
円
で
あ
る
。

反
対
討
論　
　

な　

し

賛
成
討
論　
　

堀
池
議
員

　

急
を
要
す
る
経
費
で
、
妥
当
な

も
の
で
あ
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

採
決全

会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま

し
た
。

問問 答答

問問

問問

答答

答答

堀
池
議
員

な　

し

完成間近の新庁舎完成間近の新庁舎
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議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結 果 表決数
賛成:反対

福
田
　
　
徹

小
谷
龍
一
郎

毛
利
　
喜
信

初
手
　
安
幸

堀
池
　
　
浩

山
口
　
　
隆

小
田
　
成
実

田
口
　
一
信

髙
以
良
壽
人

堀
田
　
一
德

炭
谷
　
　
猛

水
谷
　
末
義

波
戸
　
勇
則

令和３年度一般会計補正予算（第９回） 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３回） 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度介護保険事業特別会計補正予算 
（第２回） 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

押印見直し関係整備条例 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険条例の一部改正 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一部改正 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償譲渡 可 決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得（庁舎執務室内衛生確保備品購入） 可 決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「東彼杵道路」の早期完成を要望する決議 原案可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◯は賛成　●は反対

賛 否 表
12月定例会

押
印
を
求
め
る
手
続
の

見
直
し
等
の
た
め
の
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

財
産
の
取
得

（
庁
舎
執
務
室
内
衛
生
確

保
備
品
購
入
事
業
の
件
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

財
産
の
無
償
譲
渡

押
印
廃
止
を
進
め
る
た
め
、「
川

棚
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
」、「
川
棚
町
共
同
墓
地
管
理

使
用
条
例
」、「
川
棚
町
奨
学
資
金

貸
付
基
金
条
例
」
及
び
「
川
棚
町

火
入
れ
に
関
す
る
条
例
」
の
関
係

部
分
を
改
正
。

問　

奨
学
資
金
の
借
用
証
書
は
。

答　

押
印
は
廃
止
し
な
い
。
連
帯

保
証
人
は
印
鑑
登
録
証
明
書

を
添
付
す
べ
き
こ
と
を
、
注

意
書
き
と
し
て
加
え
る
。

採
決討

論
は
な
く
、
全
会
一
致
で

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

未
就
学
児
が
い
る
世
帯
の
均
等

割
額
を
減
額
。

採
決質

疑
・
討
論
は
な
く
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
設
備
及

び
付
属
設
備
を
、
令
和
４
年
４
月

１
日
に
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
長
崎
支
店
に
、無
償
で
譲
渡
。

問　

譲
渡
後
10
年
間
は
サ
ー
ビ
ス

が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

か
。

答　

譲
渡
契
約
で
10
年
と
明
記
し

て
い
る
。

問　

新
規
加
入
・
解
約
の
手
続
き

に
変
更
は
な
い
の
か
。

答　

申
請
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
あ
て
に
一
本

化
さ
れ
る
。

問　

利
用
者
の
負
担
は
、
変
更
は

な
い
の
か
。

答　

屋
内
配
線
工
事
に
つ
い
て
の

住
民
の
負
担
は
変
更
な
い
。

採
決討

論
は
な
く
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
40
万

４
千
円
か
ら
40
万
８
千
円
に
改

定
。採

決質
疑
・
討
論
は
な
く
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

庁
舎
に
、
飛
沫
拡
散
防
止
パ
ネ

ル
設
置
型
机
を
計
34
台
設
置
。

問　

１
社
以
外
は
入
札
を
辞
退
し

て
い
る
が
。

答　

辞
退
の
理
由
は
聞
い
て
い
な

い
が
、
購
入
数
が
多
い
の
で

仕
入
れ
が
困
難
の
よ
う
だ
っ

た
。

問　

水
道
課
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

別
館
の
長
寿
命
化
改
修
工
事

に
あ
わ
せ
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト

が
決
ま
っ
た
後
が
よ
い
と
考

え
て
い
る
。

採
決討

論
は
な
く
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

問

問問

答

答答

問問問 答答答
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「東彼杵道路」の早期完成要望を決議しました!!「東彼杵道路」の早期完成要望を決議しました!!

「東彼杵道路」の早期完成を要望する決議

本年８月中旬の大雨の際には、国道２０５号線が川棚町・東彼杵町間で一時通
行止めとなり、なおかつその迂回ルートとなる波佐見・嬉野回りの国道３４号線
も嬉野市・東彼杵町間で一時通行止めとなって、川棚町から東彼杵町・大村市方
面へは通行できない状態が発生した。すなわち、このような場合にバイパス的機
能を果たし得る「東彼杵道路」の必要性が立証されたと言える。
「東彼杵道路」は、地域高規格道路の制度が始まった当初から、候補路線とし
て位置付けされたが、事業化に結び付く計画路線に格上げされることなく２０数
年が経過し、ようやく令和２年度、候補路線のまま、事業化の前段となる計画段
階評価に着手された。本年２月の国土交通省九州地方整備局の九州地方小委員会
で政策目標等について妥当と判断され、令和３年度には、住民アンケート等が実
施されている。
「東彼杵道路」が計画されている国道２０５号線は、県北の主要都市佐世保市
と長崎空港や県央・県南地区を結ぶ重要なルートであると同時に、その中間にあ
る川棚町にとっても、多くの住民が通勤・通学・買物等に利用している重要な路
線であり、日常的に渋滞に悩まされている路線でもある。
「東彼杵道路」ができることは、川棚町にとっては、日常的な渋滞が解消され、
かつ災害時のバイパスが確保されることに加えて、大崎半島あるいは虚空蔵山と
いった観光資源が活用され、また第三次救急医療機関への搬送時間が短くなって
住民の安心感が増し、なおかつ企業誘致もしやすくなるというように、大きな恩
恵を受けることが期待されるものであり、「東彼杵道路」建設の効果は極めて大
きいものと考える。
また、ＩＲ推進のためにも、国道２０５号線の渋滞解消は、最重要課題である。
よって、国におかれては、「東彼杵道路」の事業化に向けて計画段階評価を早
急に進められるとともに、その一日も早い完成に向けて、引き続き全力を傾注し
ていただくよう、ここに強く要望する。
以上、決議する。

令和３年１２月１３日
川 棚 町 議 会

反対討論　　な　し
賛成討論　　田口議員

川棚町にとって非常に重要な道路であり、この時期に町議会として
早期完成を要望することは大変意義があるので、賛成する。

採 決	 全会一致で原案可決しました。
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議会だより読者モニターを募集します議会だより読者モニターを募集します
川棚町議会では、議会が発行する議会だよりに関し、町民の皆様からご意見、
ご提案等をお聴きし、より分かりやすく、より親しまれる議会だよりを発行するため、
「川棚町議会議会だより読者モニター」を募集します。

町民の皆様のご応募をお待ちしています。
読者モニターの主な役割
１．議会だよりに関する意見、提案等を述べていただきます。
２．議会だよりに関するアンケート調査（年４回程度）に回答していただきます。
３．読者モニター会議（年２回）に出席していただきます。
４．地域の情報等の提供をお願いします。

応募資格
次の１～４の要件をすべて満たす方
１．町内に住所を有する満１８歳以上の方
２．議会広報等に深い関心を持つ方
３．川棚町職員でない方
４．国会議員又は地方議会の議員でない方

募集人数
６人以内
応募多数の場合は、年齢及び地域等を考慮し、選考させていただきます。
選考結果は、応募者全員にお知らせします。

任　期
委嘱された日から２年間

応募方法
申込書に必要事項をご記入の上、持参・郵送・ＦＡＸ・電子メールのいずれかで応募し
てください。なお、ＦＡＸ、電子メールで応募いただく場合は、送信後に議会事務局ま
でご連絡ください。
※申込書は町ホームページ（議会情報）からダウンロードしていただくか、議会事務局
（役場別館２階）でも配布いたします。

応募締切
令和４年３月１０日（木曜日）午後５時まで

その他
読者モニター会議への出席に応じて、予算の範囲内で報償金をお支払いします。

応募・問い合わせ先
〒859-3692　川棚町中組郷1518番地1　川棚町議会事務局
電　話：0956-82-5216　　FAX：0956-82-3134
電子メール：gikai＠town.kawatana.lg.jp
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新庁舎 1月末に完成！新庁舎 1月末に完成！　内部工事状況を見学

屋上

３階：受電設備（左）・発電機（右）

２階：執務室

１階：玄関（左）・執務室（右）
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1

2

3

4

5

6

7

8

堀　池　　　浩　議員　（P.8）
☆医療用ウイッグなどへ助成を
☆帯状疱疹予防ワクチンへの助成を

堀　田　一　德　議員　（P.9）
☆小中学生の情報モラル教育は

田　口　一　信　議員　（P.10）
☆地域の環境美化活動に支援を

水　谷　末　義　議員　（P.11）
☆下水道事業の今後の運営は

炭　谷　　　猛　議員　（P.12）
☆石木ダムは不要では
☆江川橋下流の浚渫土砂の有効利用を

初　手　安　幸　議員　（P.13）
☆下組ポンプ場機能の検証と対策を
☆緑地広場に芝の設置を

毛　利　喜　信　議員　（P.14）
☆職員の懲戒処分の基準は

小　谷　龍一郎　議員　（P.15）
☆スケートボード場の設置を
☆子育て世代経済的支援のニーズ調査は

町政全般の諸課題について、本会議で町長等に質問するものです。
質問時間は、答弁を含めて50分以内です。
会議録はホームページ及び中央公民館図書室で閲覧できます。

町長・教育長の考えを問う！

一般質問とは……一般質問

８名が登壇!
定例会初日の12月７日（火）
におこないました。

東
彼
杵
郡
町
村
議
会

議
員
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た

期
　
日　

令
和
３
年
11
月
19
日

場
　
所　

波
佐
見
町
総
合
文
化
会
館

内
　
容　

各
町
常
任
委
員
会
の
活
動
状
況
報
告
及
び

意
見
交
換
等
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ギ
カ
イ

ギ
カ
イ
●
は
て
な

Ｑ	

首
長
の
権
限
と
議
会
の
役
割
は
？

Ａ	

首
長
に
は
、
予
算
の
編
成
権
・
提
案

権
・
執
行
権
が
あ
り
ま
す
。

議
会
に
は
、
そ
の
執
行
に
つ
い
て
の
議

決
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
住
民
福
祉
の

向
上
が
図
ら
れ
る
の
か
を
審
議
し
ま
す
。

双
方
と
も
共
通
の
目
的
と
責
任
を
有
す

る
た
め
、
直
接
住
民
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

の

令和４年１月　かわたな町議会だより　No.1557



国
民
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
を

発
症
す
る
と
言
わ
れ
る
。
早
期
発

見
と
早
期
治
療
が
必
要
で
あ
る

が
、
治
療
を
受
け
、
手
術
に
よ
り

外
見
の
変
化
を
受
け
た
人
は
、
精

神
的
に
も
金
銭
的
に
も
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
就
労
な

ど
社
会
参
加
を
促
進
し
、
療
養
生

活
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
、

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

堀
池
　
昨
年
度
、
本
町
で
が
ん
の

治
療
を
受
け
た
人
は
何
人
か
。

町
長
　
県
国
保
連
に
よ
る
国
保
及

び
後
期
高
齢
の
被
保
険
者
に
つ

い
て
の
疾
病
分
類
統
計
資
料
に

よ
る
と
、
令
和
２
年
度
に
悪
性

新
生
物
の
治
療
の
た
め
入
院
さ

れ
た
方
は
、
国
保
で
13
件
、
後

期
高
齢
で
18
件
で
あ
る
。

堀
池
　
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
、
人
工

乳
房
、
補
正
下
着
の
購
入
費
用

を
助
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

町
長
　
県
内
で
は
平
戸
市
が
お
こ

な
っ
て
い
る
。
が
ん
治
療
と
就

労
の
両
立
を
支
援
す
る
補
助
制

度
は
意
義
の
あ
る
制
度
だ
と
思

う
の
で
、
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
他
の
自
治

体
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
調

査
す
る
。

堀
池
　
平
戸
市
の
実
施
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

健
康
推
進
課
長
　
平
戸
市
は
令
和

２
年
度
か
ら
補
助
制
度
を
設
け

て
お
り
、
医
療
用
か
つ
ら
購
入

費
及
び
受
診
証
明
書
取
得
費
の

合
計
額
の
２
分
の
１
を
補
助
す

る
こ
と
と
し
、
上
限
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

堀
池
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が
。

健
康
推
進
課
長
　
長
崎
県
内
に
は

な
い
が
、
佐
賀
県
で
は
、
２
市

１
町
が
お
こ
な
っ
て
い
る
。

堀
池
　
補
正
下
着
な
ど
も
対
象
と

し
て
い
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長
　
み
や
き
町
と
伊

万
里
市
は
医
療
用
か
つ
ら
の
み

だ
が
、
嬉
野
市
は
か
つ
ら
と
補

正
下
着
を
補
助
し
て
い
る
。

堀
池
　
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
ど

う
思
う
か
。

健
康
推
進
課
長
　
事
例
と
し
て

は
、
費
用
の
２
分
の
１
補
助
、

上
限
２
万
円
、
人
工
乳
房
は
上

限
10
万
円
と
い
う
よ
う
な
事
例

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
事
業

規
模
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

医療用ウイッグなどへ助成を

取り組めないか調査する町長

堀池　浩	議員

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

へ
の
助
成
を

帯
状
疱
疹
は
50
代
以
降
に
発
症

し
や
す
く
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
か
か
り
、
多
く
の
人
が
後

遺
症
と
し
て
神
経
痛
等
が
残
り
、

継
続
治
療
が
必
要
で
あ
る
。

堀
池
　
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
周
知
す
る
考

え
は
。

町
長
　
現
在
は
お
こ
な
っ
て
い
な

い
が
、
医
師
会
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
、
周
知
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

堀
池
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
自
己

負
担
が
８
５
０
０
円
以
上
か
か

る
が
、
助
成
で
き
な
い
か
。

町
長
　
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
お

こ
な
う
予
防
接
種
は
、
感
染
症

の
蔓
延
防
止
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
帯
状
疱
疹
は
そ
の

よ
う
な
感
染
症
で
は
な
い
と
判

断
す
る
の
で
、
補
助
制
度
を
設

け
る
考
え
は
な
い
。

堀
池
　
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
こ
と
、

ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
と
発
症
率
が

低
く
な
る
こ
と
を
周
知
す
る
考

え
は
。

町
長
　
製
薬
会
社
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
、
慎
重
に

対
応
す
べ
き
と
思
う
。
厚
生
労

働
省
が
周
知
を
行
っ
て
い
る

か
、
調
査
す
る
。

医療用ウィッグ医療用ウィッグ
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「
情
報
モ
ラ
ル
」
と
は
、
情
報

社
会
の
中
で
国
民
が
身
に
つ
け
て

お
く
べ
き
考
え
方
や
態
度
で
あ

る
。Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
全
国
の
小
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
学
習
用
端
末

が
配
備
さ
れ
、
理
解
度
に
合
わ
せ

た
教
育
や
ク
ラ
ス
の
意
見
交
換
を

目
的
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
誹
謗
中
傷
や
ト
ラ
ブ
ル
も
発

生
し
て
い
る
。

堀
田
　
情
報
社
会
で
安
全
に
生
活

す
る
た
め
、
危
険
回
避
方
法
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
知
識
な
ど
の

教
育
は
。

教
育
長
　
小
中
学
校
指
導
要
領
と

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ノ
ー
ト
・
な
が
さ
き
」

に
沿
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
基
本
的
な
危
険

性
や
モ
ラ
ル
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ

ー
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
指
導

し
て
い
る
。

堀
田
　
小
中
学
生
に
対
す
る
基
礎

教
育
及
び
道
徳
教
育
は
、
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
時
に

使
い
方
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定

と
そ
の
重
要
性
な
ど
注
意
喚
起

を
お
こ
な
い
、
問
題
が
生
じ
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

堀
田
　
子
ど
も
の
機
器
の
使
い
こ

な
し
は
早
い
し
、
発
達
し
て
い

る
が
、
配
布
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
管
理
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
学
校
で

管
理
し
て
い
る
。

堀
田
　
携
帯
電
話
等
の
ア
プ
リ
利

用
に
つ
い
て
児
童
生
徒
へ
の
指

導
は
。

教
育
長
　
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
が
策
定
し
た
「
川
棚
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ル
ー
ル
」
に
沿
っ
て
、

①
利
用
時
間
の
設
定

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
個
人
情
報
を
載

せ
な
い

④
送
信
前
に
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
て
読
み
返
す

⑤
新
規
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
保
護
者
の
許
可
を
受
け

る
と
い
っ
た
基
本
事
項
の
取
組
み

と
各
家
庭
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

堀
田
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
充
実

は
。

教
育
長
　
４
名
を
雇
用
し
、
各
学

校
に
週
２
日
配
置
し
て
い
る
。

堀
田
　
支
援
員
は
ど
う
い
う
人

か
。

教
育
長
　
本
町
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
方
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
の
会
社

に
勤
務
し
、
能
力
や
専
門
技
術

を
備
え
て
い
る
人
で
あ
る
。

堀
田
　
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
能
力
向
上

は
。

教
育
長
　
転
入
時
研
修
会
や
学
校

別
研
修
会
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

小中学生の情報モラル教育は

「川棚SNSルール」に沿って
指導している

堀田	一德	議員

教育長

堀
田
　
携
帯
電
話
等
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
管
理
を
学
校
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
保
護
者
の
責
任
で
対
応

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

堀
田
　
保
護
者
用
啓
発
資
料
の
作

成
は
。

教
育
長
　
学
校
通
信
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
機
会
を
と
ら
え
、「
川
棚

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ル
ー
ル
」
や
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ノ
ー
ト
・
な
が
さ
き
」
に
よ
り

周
知
し
て
い
る
。

堀
田
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ル
ー
ル
は
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
配

布
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
学
校

で
は
道
徳
の
時
間
に
活
用
し
て

い
る
。

堀
田
　
他
人
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
を
使
う
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
事
例
は
。

教
育
長
　
各
学
校
と
も
事
例
は
な

い
。

県教委作成の県教委作成の「ＳＮＳノート・ながさき」
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９
月
定
例
会
で
、
空
き
地
に
雑

草
が
繁
茂
し
て
迷
惑
と
の
話
が
出

て
い
た
が
、
土
地
所
有
者
が
遠
隔

地
の
場
合
な
ど
は
、
な
か
な
か
除

草
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

土
地
所
有
者
で
な
い
方
が
環
境
美

化
の
観
点
か
ら
雑
草
を
抜
い
た

ら
、
そ
の
人
が
清
掃
工
場
に
料
金

を
払
っ
て
持
ち
込
む
か
、
購
入
し

た
ご
み
袋
に
入
れ
て
回
収
日
に
出

す
か
、
そ
の
人
の
責
任
と
負
担
で

処
理
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
負
担
が
あ
る
こ
と

が
近
所
の
空
き
地
で
も
進
ん
で
雑

草
を
取
ろ
う
と
し
な
い
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

の
負
担
を
解
決
し
て
、
地
域
で
の

環
境
美
化
活
動
を
よ
り
活
発
化
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

田
口
　
自
治
会
な
ど
指
定
し
た
団

体
が
環
境
美
化
活
動
で
取
っ
た

雑
草
な
ど
を
清
掃
工
場
に
持
ち

込
む
場
合
は
、
町
が
そ
の
料
金

を
負
担
す
る
よ
う
に
し
た
ら
ど

う
か
。

ま
た
、
一
斉
清
掃
時
の
持
込

み
も
、
福
祉
組
合
に
よ
る
減
免

で
な
く
、
町
が
負
担
し
た
ら
ど

う
か
。

町
長
　
自
治
会
や
一
定
の
団
体
等

に
よ
る
一
斉
清
掃
や
環
境
美
化

活
動
等
に
お
い
て
発
生
し
た
雑

草
な
ど
の
廃
棄
物
は
、自
治
会
・

団
体
・
町
で
清
掃
工
場
に
運
び

処
理
し
て
い
る
。

そ
の
処
理
の
負
担
は
、
公
共

性
・
公
益
性
等
を
判
断
し
、
町

が
福
祉
組
合
に
10
割
減
免
申
請

を
し
て
い
る
。

こ
の
減
免
は
、
東
彼
地
区
保

健
福
祉
組
合
廃
棄
物
処
理
手
数

料
条
例
第
５
条
に
基
づ
き
、
福

祉
組
合
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
町
が
負
担
す
る
考
え

は
な
い
。

田
口
　
政
策
的
な
減
免
に
つ
い
て

は
、
福
祉
組
合
の
減
免
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
町
が
負
担
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
福
祉
組
合
は
、
本
来
な
ら

ば
町
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

仕
事
を
３
町
共
同
で
お
こ
な
う

と
い
う
こ
と
で
、
一
定
の
合
理

化
策
で
あ
る
。
そ
の
福
祉
組
合

を
設
立
し
た
趣
旨
か
ら
し
て

も
、今
の
制
度
で
よ
い
と
思
う
。

田
口
　
町
民
が
空
き
地
等
の
雑
草

を
で
き
る
だ
け
自
主
的
に
取
る

よ
う
に
仕
向
け
る
政
策
は
、
福

祉
組
合
で
は
な
く
町
が
お
こ
な

う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
福
祉
組
合
に
減
免
規
定
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
が
よ
り
合
理
的
と
考
え

る
。

田
口
　
一
斉
清
掃
時
の
持
込
み

を
、
日
曜
日
だ
け
で
な
く
、
平

日
に
も
持
ち
込
め
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

町
長
　
一
斉
清
掃
を
前
倒
し
し
て

地域の環境美化活動に支援を

福祉組合による減免で対応する町長

田口	一信	議員

住宅に隣接する空き地住宅に隣接する空き地

実
施
す
る
自
治

会
は
、
平
日
で

も
無
料
で
搬
入

で
き
る
よ
う
に

減
免
申
請
で
対

応
し
て
い
る

が
、
清
掃
工
場

で
は
、
平
日
は

郡
内
か
ら
多
量

の
一
般
廃
棄
物

が
搬
入
さ
れ
る

た
め
、
基
本
的

に
は
一
斉
清
掃

日
当
日
に
お
願

い
し
た
い
。

田
口
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
年

２
回
以
上
一
定
の
区
域
を
清
掃

す
る
ア
ダ
プ
ト
事
業
に
つ
い
て

も
、
福
祉
組
合
に
よ
る
減
免
で

な
く
、
町
が
そ
の
料
金
を
負
担

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
公
共
性
・
公
益
性
等
を
判

断
し
、
町
か
ら
の
減
免
申
請
及

び
担
当
課
に
よ
る
清
掃
工
場
へ

の
直
接
搬
入
を
し
て
お
り
、
負

担
は
生
じ
て
い
な
い
と
思
う
。
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各
自
治
体
に
は
、
水
道
事
業
あ

る
い
は
公
営
病
院
、
交
通
機
関
、

下
水
道
事
業
等
の
公
営
企
業
が
あ

る
。本

町
も
水
道
事
業
と
下
水
道
事

業
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
料
収

入
に
よ
る
独
立
採
算
経
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

水
谷
　
整
備
区
域
の
水
洗
化
率
の

向
上
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。

町
長
　
料
金
の
収
入
増
加
を
図
る

た
め
に
は
、
接
続
率
を
向
上
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

供
用
開
始
後
３
年
を
経
過
し

た
未
接
続
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
お
こ
な
い
、
下
水

道
接
続
に
対
す
る
お
願
い
を
し

て
い
る
。

未
接
続
者
は
、
高
齢
者
、
経

済
的
困
窮
者
、浄
化
槽
設
置
者
、

借
家
、
空
き
家
で
あ
る
。

今
後
の
対
応
と
し
て
、
生
活

排
水
の
水
環
境
へ
の
影
響
、
助

成
制
度
の
説
明
、
浄
化
槽
維
持

管
理
費
と
の
経
済
的
比
較
等
に

つ
い
て
、
町
の
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
情
報
の
発
信

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

水
谷
　
３
年
後
に
は
下
水
道
整
備

が
完
了
す
る
予
定
だ
が
、
今
後

見
込
ま
れ
る
処
理
場
や
汚
水
送

水
ポ
ン
プ
の
機
械
設
備
等
の
維

持
管
理
経
費
と
経
営
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し

て
、
長
期
的
な
視
点
で
下
水
道

施
設
全
体
の
老
朽
化
の
状
況
を

考
慮
し
、
リ
ス
ク
評
価
等
に
よ

る
優
先
順
位
づ
け
を
お
こ
な
っ

た
う
え
で
、
施
設
の
点
検
や
調

査
、
修
繕
や
改
築
を
実
施
し
、

施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
施
設

管
理
の
最
適
化
を
図
る
た
め
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
、
汚
水
管
路
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
長

寿
命
化
対
策
に
よ
る
コ
ス
ト
縮

減
を
図
り
な
が
ら
、
維
持
管
理

を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い

る
。令

和
７
年
度
ま
で
の
５
か
年

間
に
約
５
億
円
程
度
の
修
繕
・

改
築
を
実
施
し
、
経
営
の
安
定

と
施
設
の
維
持
の
両
立
を
図
る
。

水
谷
　
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
れ

は
ど
の
程
度
か
。

水
道
課
長
　
繰
入
基
準
に
の
っ
と

っ
て
繰
り
入
れ
て
い
る
。
基
準

外
の
繰
入
れ
は
、
令
和
元
年
度

で
１
億
円
程
度
で
あ
る
。

下水道事業の今後の運営は

コスト縮減を図りながら
維持管理をおこなう

水谷	末義	議員

町長

水
谷
　
汚
水
処
理
は
、
中
央
部
を

公
共
下
水
道
で
、
そ
の
区
域
外

は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
処

理
と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
下
水
道
の
経
営
に

一
般
財
源
の
繰
入
れ
を
予
定
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
へ
の
不
公
平
感
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
浄
化
槽
設
置

者
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
維
持

管
理
費
の
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長
　
下
水
道
の
整
備
が
完
了

後
、
検
討
し
た
い
。

水
谷
　
今
後
、
下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長
　
経
営
状
況
は
大
変
厳
し
い

状
況
だ
が
、
水
道
と
下
水
道
は

福
祉
的
な
側
面
も
あ
る
の
で
、

受
益
者
負
担
の
考
え
方
を
押
し

つ
け
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の

か
と
思
う
の
で
、
努
力
し
て
い

き
た
い
。

浄化センター全景浄化センター全景
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本
年
８
月
11
日
か
ら
15
日
に
か

け
、
川
棚
川
流
域
に
は
総
雨
量
が

８
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
豪
雨
が
発

生
し
た
。

京
都
大
学
河
川
工
学
科
名
誉
教

授
の
今
本
博
健
氏
は
、
こ
の
豪
雨

に
よ
り
川
棚
川
中
流
や
支
川
の
石

木
川
で
は
水
位
が
堤
防
天
端
近
く

ま
で
上
昇
し
た
が
、
治
水
基
準
地

点
の
山
道
橋
で
の
水
位
は
計
画
高

水
位
を
２
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
下

回
っ
た
こ
と
な
ど
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
検
証
し
た
結
果
と
し
て
、「
石

木
ダ
ム
は
全
く
不
要
で
あ
る
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
。

炭
谷
　
検
証
結
果
で
は
「
石
木
ダ

ム
は
全
く
不
要
」
と
さ
れ
て
お

り
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
川
棚
川
下
流
左
岸
の

岩
盤
掘
削
工
事
と
堆
砂
除
去
工

事
の
成
果
で
あ
る
と
思
う
。

ダ
ム
は
造
ら
な
く
て
も
よ
い

と
い
う
根
拠
が
示
さ
れ
た
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
石
木
ダ
ム
に
関
し
て
は
、

そ
の
公
益
性
と
合
理
性
が
認
め

ら
れ
て
事
業
が
認
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
事
業
認
定
取
り
消

し
訴
訟
で
は
、
長
崎
地
裁
や
福

岡
高
裁
が
反
対
地
権
者
等
の
訴

え
を
棄
却
し
、
最
高
裁
も
反
対

地
権
者
等
の
訴
え
を
退
け
一
審

二
審
の
判
決
が
確
定
し
て
い

る
。川

棚
川
の
治
水
対
策
と
し
て

は
、
石
木
ダ
ム
と
河
川
改
修
の

組
合
せ
に
よ
る
治
水
対
策
が
最

も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

炭
谷
　
町
長
は
石
木
ダ
ム
の
建
設

を
県
に
要
望
し
た
こ
と
は
な
い

と
公
言
し
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
建
設
の
要
望
を
し
て
い
な

い
の
だ
か
ら
、
逆
に
「
ダ
ム
は

造
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
要

望
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

地
元
町
長
と
し
て
の
意
見
を

は
っ
き
り
県
に
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
事
態
が
打
開
の
方
向

に
進
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
は
。

町
長
　
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で

あ
る
。
川
棚
川
の
治
水
対
策
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
ダ
ム
を
造
ら
な
い
で

ほ
し
い
と
お
願
い
す
る
つ
も
り

は
な
い
。

炭
谷
　
石
木
ダ
ム
の
建
設
を
県
に

要
望
し
た
こ
と
は
な
い
と
最
初

に
公
言
し
た
の
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
の
か
。

町
長
　
い
つ
ど
こ
で
言
っ
た
の
か

は
記
憶
に
な
い
が
、
石
木
ダ
ム

を
建
設
し
て
く
れ
と
要
望
し
た

こ
と
は
な
い
。
歴
代
町
長
も
要

望
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

川
棚
町
と
し
て
は
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
県
に
、
川
棚
川
の

治
水
対
策
を
お
願
い
し
て
き
て

お
り
、
県
の
方
で
川
棚
川
の
治

水
対
策
と
し
て
石
木
ダ
ム
の
建

設
を
計
画
さ
れ
た
。
町
と
し
て

は
川
棚
川
の
治
水
対
策
が
で
き

れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。

炭
谷
　
ダ
ム
を
造
っ
て
も
下
流
で

は
氾
濫
し
崩
れ
て
い
る
所
が
あ

る
。
ダ
ム
が
で
き
た
後
の
災
害

に
対
し
て
町
長
と
し
て
責
任
を

持
て
る
の
か
。

町
長
　
川
棚
町
は
、
石
木
ダ
ム
建

設
の
事
業
者
で
は
な
い
。
ダ
ム

建
設
に
伴
う
災
害
に
つ
い
て
の

責
任
は
、
当
然
事
業
者
で
あ
る

県
が
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

責
任
の
中
で
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

石木ダムは不要では

治水対策としては石木ダムと
河川改修の組合せが有効である町長

炭谷　猛	議員

江
川
橋
下
流
の
浚
渫
土
砂
の

有
効
利
用
を

川
棚
川
の
江
川
橋
下
流
で
は
、

県
に
よ
る
土
砂
の
浚
渫
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

炭
谷
　
浚
渫
さ
れ
る
土
砂
は
、
粒

度
が
小
さ
く
微
粒
子
を
多
く
含

ん
で
い
る
た
め
、
陸
路
で
は
搬

出
が
難
し
く
コ
ス
ト
も
高
く
な

る
と
思
わ
れ
る
。
大
村
湾
沖
に

投
入
し
、
海
底
の
活
性
化
に
役

立
て
る
方
法
を
県
に
要
望
で
き

な
い
か
。

町
長
　
川
棚
川
の
堆
砂
土
砂
に
つ

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
海
洋
汚
染

防
止
法
上
の
廃
棄
物
に
は
該
当

せ
ず
、
海
洋
投
入
は
可
能
と
考

え
る
が
、
県
が
川
棚
川
の
浚
渫

事
業
を
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
の
か
聞
き
取
り
を
す
る
と

と
も
に
、
大
村
湾
の
活
性
化
対

策
と
し
て
堆
砂
土
砂
の
有
効
活

用
が
で
き
る
の
か
、
県
や
漁
協

の
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
。

令和４年１月　かわたな町議会だより　No.155 12



８
月
の
大
雨
で
町
内
各
地
に
さ

ま
ざ
ま
な
被
害
が
発
生
し
た
。

平
島
地
区
に
お
い
て
も
大
雨
や

満
潮
に
よ
り
、
道
路
や
宅
地
が
浸

水
し
た
。
下
組
ポ
ン
プ
の
稼
働
が

早
け
れ
ば
影
響
は
少
な
く
抑
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

初
手
　
過
去
10
年
く
ら
い
の
ポ
ン

プ
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
経
過

は
。

町
長
　
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
修
繕
、
自
家
発

電
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
取
替
え
、

外
壁
の
補
修
、
冷
却
用
の
給
水

管
取
替
え
、
ご
み
な
ど
の
流
入

を
防
止
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
の
取

替
え
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
ま
で
は
毎
年
１

回
の
点
検
を
し
て
い
た
が
、
令

和
２
年
度
以
降
は
財
政
面
か
ら

お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

初
手
　
緊
急
時
に
お
け
る
職
員
対

応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

町
長
　
業
務
継
続
計
画
を
策
定

し
、
大
雨
を
含
む
災
害
発
生
時

の
職
員
の
役
割
・
対
応
を
定
め
、

ポ
ン
プ
場
の
被
害
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
、
汚
水
や
雨

水
の
溢
水
な
ど
に
対
応
し
て
い

る
。

初
手
　
ポ
ン
プ
の
自
動
運
転
は
で

き
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
ポ
ン
プ
場
で
自
動

運
転
で
き
る
の
は
１
基
で
あ
る

が
、
動
作
が
不
安
定
で
あ
る
の

で
、
手
動
で
の
運
転
と
し
て
い

る
。大

雨
に
対
す
る
初
動
体
制
の

確
保
と
職
員
の
事
故
防
止
の
観

点
か
ら
、
全
て
の
ポ
ン
プ
と
水

門
の
自
動
化
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

財
政
的
な
問
題
を
含
め
、
ポ

ン
プ
場
の
構
造
や
排
水
能
力
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

初
手
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
委
託

の
内
容
と
今
後
の
対
応
は
。

町
長
　
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
雨
水
が
流
れ
込
む
範
囲
の

高
さ
や
排
水
溝
の
大
き
さ
、
土

地
の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し

て
、
10
年
に
１
度
を
想
定
し
た

１
時
間
に
83
ミ
リ
の
大
雨
と
、

今
年
８
月
の
大
雨
の
２
つ
の
パ

タ
ー
ン
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

下組ポンプ場機能の
検証と対策を

全てのポンプと水門の
自動化が重要

初手	安幸	議員

町長

緑
地
広
場
に
芝
の
設
置
を

上
で
水
の
流
れ
を
予
測
す
る
も

の
で
あ
る
。

今
年
度
末
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
結
果
が
出
る
の
で
、
来
年

度
以
降
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ポ
ン
プ
場
の
能
力
や
構
造

な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

初
手
　
排
水
区
域
の
調
査
は
。

町
長
　
過
去
の
調
査
の
検
討
や
新

た
な
測
量
を
お
こ
な
っ
て
い
る

の
で
、
排
水
区
域
の
調
査
は
改

め
て
お
こ
な
う
こ
と
は
な
い
。

初
手
　
ポ
ン
プ
場
構
造
物
の
耐
震

対
応
は
。

町
長
　
建
て
替
え
や
耐
震
性
の
向

上
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
に

検
討
を
進
め
る
。

整
備
が
進
む
埋
立
地
緑
地
広
場

の
活
用
に
大
き
な
期
待
が
あ
る
。

初
手
　
緑
地
広
場
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
は
。

町
長
　
平
成
30
年
度
に
着
手
さ

れ
、
３
か
年
で
の
完
成
と
さ
れ

て
い
た
が
、
財
源
上
の
問
題
か

ら
令
和
６
年
度
末
の
完
成
予
定

で
あ
る
。

初
手
　
人
工
芝
を
含
め
、
芝
の
施

設
に
で
き
な
い
か
。

町
長
　
緑
地
広
場
は
防
災
広
場
と

す
る
目
的
が
あ
る
の
で
、
芝
に

す
る
の
は
難
し
い
。

芝
に
す
る
こ
と
は
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
町
と
し

て
は
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
施

設
が
で
き
な
い
か
研
究
課
題
と

し
て
と
ら
え
検
討
す
る
。

下組ポンプ場下組ポンプ場
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本
町
職
員
の
不
祥
事
が
相
次

ぎ
、
懲
戒
処
分
に
至
っ
た
こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
欠
い

た
行
動
で
あ
れ
ば
処
分
の
対
象
と

な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ

の
基
準
や
範
囲
に
つ
い
て
は
曖
昧

と
思
わ
れ
る
。

毛
利
　
死
亡
事
故
に
係
る
懲
戒
処

分
つ
い
て
は
、
捜
査
終
了
前
に

処
分
の
決
定
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

町
長
　
町
に
対
し
て
警
察
か
ら
の

情
報
提
供
は
な
く
、
処
分
の
時

期
が
捜
査
終
了
前
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
事
故
は
令
和
３
年
10
月

16
日
の
正
午
前
に
発
生
し
、
被

害
者
の
方
は
翌
日
の
朝
に
亡
く

な
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
死
亡

事
故
を
起
こ
し
た
職
員
に
対
し

て
は
、
10
月
28
日
に
停
職
２
か

月
の
懲
戒
処
分
を
お
こ
な
っ

た
。町

民
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ

た
事
案
に
つ
い
て
大
変
重
く
受

け
止
め
、
速
や
か
に
対
応
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

毛
利
　
勤
務
中
に
お
け
る
37
回
の

職員の懲戒処分の基準は

事実関係を精査し
総合的に判断する町長

毛利	喜信	議員

私
的
な
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
操
作

に
対
す
る
処
分
は
、
ど
の
よ
う

な
判
断
基
準
で
お
こ
な
わ
れ
た

の
か
。

町
長
　「
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基

準
」
に
お
け
る
勤
務
態
度
不
良

の
項
目
に
該
当
す
る
た
め
、
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
職
員
か
ら
聞
取
り
を
お

こ
な
い
、
事
実
関
係
を
精
査
し

て
総
合
的
に
判
断
し
た
。

毛
利
　
当
該
職
員
の
所
属
課
長
及

び
前
課
長
が
処
分
を
受
け
て
い

る
が
、
処
分
の
範
囲
を
課
長
に

と
ど
め
た
の
は
な
ぜ
か
。

町
長
　
課
長
の
上
司
は
副
町
長
、

町
長
と
な
る
が
、
副
町
長
及
び

町
長
は
特
別
職
の
公
務
員
で
あ

り
、
地
方
公
務
員
法
上
の
懲
戒

処
分
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め

に
課
長
ま
で
と
し
た
。

課
長
２
名
に
対
し
て
お
こ
な

っ
た
「
戒
告
」
の
処
分
は
、
当

該
職
員
が
起
し
た
勤
務
態
度
不

良
の
行
為
と
上
司
の
管
理
監
督

責
任
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
慎

重
か
つ
総
合
的
に
検
討
し
、
社

会
通
念
上
も
上
司
の
責
任
と
し

て
負
う
べ
き
妥
当
な
処
分
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

毛
利
　
特
別
職
は
懲
戒
処
分
の
対

象
に
な
ら
な
く
て
も
、
課
長
の

任
命
権
者
と
し
て
の
責
任
は
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

町
長
　
特
別
職
に
責
任
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
辞
職

や
給
与
条
例
の
改
正
に
よ
る
減

給
が
あ
る
が
、
今
回
は
そ
こ
ま

で
に
は
至
ら
な
い
と
判
断
し

た
。

毛
利
　
町
は
、
町
民
か
ら
の
通
報

が
あ
れ
ば
調
査
を
し
、
違
反
が

認
定
さ
れ
れ
ば
、
本
人
、
上
司

と
も
に
処
分
の
対
象
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
と

も
そ
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い

の
か
。

今
現
在
、
通
報
等
に
よ
っ
て

認
識
し
て
い
る
が
公
表
し
て
い

な
い
違
反
の
案
件
は
な
い
の

か
。

町
長
　
通
報
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
違
反
の
事
実
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
処
分
の
対
象
に
な

る
。町

長
が
お
こ
な
っ
た
懲
戒
処

分
等
に
つ
い
て
は
公
表
制
度
を

設
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
違
反

を
公
表
す
る
制
度
で
は
な
い
の

で
、
違
反
の
有
無
に
つ
い
て
は

答
弁
で
き
な
い
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式

種
目
に
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

競
技
は
、
若
い
日
本
人
選
手
の
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
も
あ
り
、
非
常
に

注
目
が
集
ま
る
種
目
と
な
っ
て
い

る
。ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
愛
好
者
は

増
え
て
き
て
お
り
、
駅
前
や
一
般

道
路
、
公
園
な
ど
で
練
習
し
て
い

る
姿
を
目
に
す
る
が
、
街
中
や
道

路
で
の
練
習
は
危
険
が
伴
い
、
公

園
で
は
禁
止
の
場
所
も
あ
り
、
安

全
に
練
習
で
き
る
場
所
の
確
保
が

難
し
い
。

小
谷
　
町
内
在
住
の
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
愛
好
者
に
よ
り
今
年
２
月

に
発
足
し
た
「
川
棚
町
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
協
会
」
か
ら
、
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
場
設
置
の
要
望
が

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長
　
６
月
１
日
に
「
川
棚
町
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
」
か
ら
練

習
場
設
置
に
つ
い
て
要
望
が
あ

っ
た
の
で
、
６
月
17
日
に
回
答

書
を
協
会
に
送
付
し
た
。

担
当
課
で
は
、
諫
早
市
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
、
波
佐
見
町
に
民
間
企
業

が
建
設
中
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
の
状
況
を
調
査
し
た
う
え

で
、
建
設
場
所
や
費
用
な
ど
課

題
が
あ
る
と
判
断
し
、
引
き
続

き
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
協

会
と
お
話
し
し
た
い
旨
お
伝
え

し
た
。

小
谷
　
本
町
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
の
活

性
化
に
向
け
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

町
長
　
騒
音
や
安
全
対
策
、
設
置

場
所
の
確
保
、
財
源
の
確
保
、

需
要
の
把
握
等
が
課
題
と
と
ら

え
調
査
研
究
中
で
あ
り
、
設
置

の
判
断
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

小
谷
　
候
補
地
や
事
業
費
の
積
算

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在
は
、
近
隣

自
治
体
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

の
状
況
を
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
特
に
需
要
が
ど
の
程
度
あ

る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
調
査

し
て
い
る
。
ま
た
、
設
置
場
所

や
事
業
費
の
算
出
も
、
協
会
が

望
ま
れ
る
施
設
が
ど
の
よ
う
な

スケートボード場の設置を

調査研究を進める 町長

子
育
て
世
代
経
済
的
支
援
の

ニ
ー
ズ
調
査
は

小谷	龍一郎	議員

も
の
か
を
把
握
し
な
い
と
で
き

な
い
。

小
谷
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
で
、
地
域
の
活
性

化
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
が
。

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
に
決
ま
り
非
常
に
興
味
を
持

っ
て
見
て
き
た
。

財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
る

が
、
一
番
心
配
し
た
の
は
騒
音

が
非
常
に
大
き
く
、
ど
こ
で
も

で
き
る
よ
う
な
競
技
で
は
な
い

と
判
断
し
た
。

本
年
３
月
定
例
会
で
、
中
学
校

進
学
時
の
制
服
購
入
費
の
一
部
補

助
、
習
い
事
へ
の
一
部
補
助
制
度

の
提
案
を
し
た
が
、
ニ
ー
ズ
が
あ

る
か
ど
う
か
の
調
査
は
今
後
の
課

題
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

小
谷
　
子
育
て
世
代
の
経
済
的
支

援
に
つ
い
て
、
そ
の
後
ニ
ー
ズ

調
査
は
お
こ
な
っ
た
の
か
。

町
長
　
大
変
重
要
と
の
認
識
で
い

る
が
、
調
査
を
実
施
す
る
場
合

は
、
経
済
的
支
援
に
関
す
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
防
犯
、
事
故

防
止
、
生
活
環
境
・
学
校
環
境

の
整
備
、
健
全
育
成
の
支
援
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
調
査
が
必

要
で
あ
る
。

よ
っ
て
議
員
が
期
待
し
て
い

る
よ
う
な
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
。

協
会
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
結
論
を
出
し
て
い
き

た
い
。

諫早市のスケートボード場諫早市のスケートボード場
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議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
小
田
　
成
実

副
委
員
長
　
髙
以
良
壽
人

堀
池
　
　
浩

田
口
　
一
信

炭
谷
　
　
猛

水
谷
　
末
義

発
行
責
任
者

議
　
長
　
　
村
井
　
達
己

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
始
ま
っ

て
約
２
年
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

り
第
５
波
も
よ
う
や
く
収
束
へ
向

か
い
つ
つ
あ
る
中
、
わ
が
国
で
も

変
異
株
か
ら
の
再
拡
大
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

本
町
で
も
第
６
波
へ
の
備
え
と

と
も
に
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
産
の
生
ワ
ク
チ
ン
や

経
口
薬
の
早
期
開
発
の
報
道
も
あ

っ
て
お
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
・
手

洗
い
・
う
が
い
の
励
行
等
、
十
分

な
注
意
を
払
い
、
良
き
一
年
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
堀
池
）

○
12
月
定
例
会
は
、
●●
人
の

傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。14

あ

と

が

き

コ
ロ
ナ
が
早
く
終
息
し
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ
と
に
誰
で
も
挑

戦
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、
巨
大
折
り
鶴
の
地
上
絵
を
描
き
ま
し
た
。

片
島
は
訪
れ
る
こ
と
で
川
棚
の
歴
史
や
日
本
の
歴
史
を
知
り
、
過
去
が
あ
っ
た
か

ら
今
の
平
和
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
残
り
少
な
い
戦
時
遺
構
の
一
つ
で

す
。
こ
の
場
所
が
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
け
ば
い
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
棚
片
島
竹
灯
籠
ま
つ
り
実
行
委
員
会

代
表　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

延
山
幸
子

～
第
７
回
川
棚
片
島
竹
灯
籠
ま
つ
り
～

～
第
７
回
川
棚
片
島
竹
灯
籠
ま
つ
り
～

1111
月月
2727
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

テ
ー
マ
「
平
和
と
希
望
」

◎
11
月
30
日
、
萱
瀬
ダ
ム
及
び
郡

川
水
系
の
治
水
対
策
に
つ
い

て
、
現
地
視
察
調
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

◎
12
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で
、

「
石
木
ダ
ム
建
設
に
反
対
す
る

川
棚
町
民
の
会
」
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

12
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
、

議
会
や
議
員
の
活
動
内
容
等
に
つ

い
て
、	K

u
ja
ku
	p
e
a
c
e

の
皆
さ

ん
（
小
学
生
３
名
を
含
む
７
名
）

と
委
員
代
表
５
名
と
の
意
見
交
換

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

議
会
広
報
広
聴

特
別
委
員
会

石
木
ダ
ム
対
策
調
査

特
別
委
員
会


